
2003年出上の木簡

埼
玉
・北
島
遺
跡

（第
一
九
地
占
じ

所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
熊
谷
市
大
字
上
川
上
天
神
森
上

調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
四
月
―
二
〇
〇
〇
年

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
①
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

調
査
担
当
者
　
今
井
　
宏

・
田
中
広
明
ほ
か

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

北
島
遺
跡
は
、
荒
川
の
形
成
し
た
扇
状
地
の
先
端
部
に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
あ

る
。
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
の
建
設
事
業
に
か
か
わ
り
、
側
埼
玉
県
埋
蔵
文

化
財
調
査
事
業
国
が
発
掘
調
査

を
行
な
っ
た
。

北
島
遺
跡
は
弥
生
時
代
か
ら

形
成
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
が
、

特
に
奈
良

。
平
安
時
代
に
は
拠

谷

点
的
な
集
落
と
し
て
、
ま
た
末

深

端
行
政
機
能
の
一
部
を
担

っ
た

鈴
集
落
と
し
て
成
長
し
た
集
落
で

く

あ
る
。
今
回
調
査
し
た
第

一
九

地
点
は
、
南
北
に
走
る
窪
地
を
挟
ん

で
東
に
古
墳
群
が
形
成
さ
れ
、
西
に

は
奈
良
時
代
に
総
柱
建
物

・
側
柱
建

物

・
竪
穴
住
居

。
大
型
井
戸
か
ら
な

る
集
落

（居
宅
建
物
）
が
営
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
平
安
時
代
に
は
、
四
脚
門

（東
門
）
を
設
け
た
二
重
の
区
画
溝

（築
地
）
内
に
五
間
四
面
屋
が
建
て

ら
れ
た
。

木
簡
は
、
第

一
九
地
点
の
第
四
二

号
井
戸
か
ら

一
点
、
第
二
〇
〇
号
溝

か
ら
二
点
、
計
三
点
出
土
し
た
。
前

者
は
人
世
紀
後
半
、
後
者
は
近
世
に

属
す
る
。
墨
書
土
器
は
六
三
二
点
に

及
び
、
な
か
で
も

「綱
」
は

一
人
人

「九
人
」

「横
見
郡
」

「少
君
」

点
と
最
も
多
く
、
続

い
て

「土
万
」
「第
成
」
「九
人
」
「中
人
君
」
「少
君
」

「荒
男
」
「家
刀
自
」
な
ど
の
人
名
、
「南
家
」
「後
家
」
「林
家
」
な
ど
の
家
号
、

「麦
」
「蘇
」
「苗
田
」
「畠
」
な
ど
の
作
物

・
物
品
や
地
日
、
「横
見
郡
」
「楊

井
」
（楊
井
郷
）、
「鞘
田
」
（佐
谷
田
）、
「荏
」
（荏
原
郷
）、
な
ど
の
地
名
が
み
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
調
査
区
中
央
の
窪
地
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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北島遺跡出土墨書土器
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2003年出上の木簡

第
二
〇
〇
号
溝

〔
山
力
〕

②

　

漂
覧
奉
修
医
王
薬
師
護
摩
□
□
□
全
祈
彼
剛
剛
囲
」

卜
∞
ｏ
×
勲
〇
×
卜
　
〇
岸
岸

０

　

「龍
集
嘉
永
三
歳
□
□
」
　
　

　
　

　
　

　

『］援

牌ｏ衆
渓

ｏ緞

⑪
は
加
工
度
の
少
な
い
丸
太
の
半
我
材
を
井
桁
に
組
ん
だ
、
大
型
井
戸
の
中

層
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
し
た
土
器
か
ら
、
人
世
紀
後
半
と
考
え
た
。
木
簡
の

両
面
に
は
、
全
面
に
わ
た
っ
て
習
書
を
確
認
で
き
る
。

便
宜
的
に
表
裏
を
設
定
し
た
が
、
表
面
の
右
列
の
文
字
が
全
体
に
欠
け
て
い

る
こ
と
、
表
面
右
下
隅
に

一
辺
三
ｍｍ
四
方
の
小
穴
が
穿
た
れ
た
こ
と
か
ら
、
当

初
は
、
こ
の
小
穴
を
中
心
に
折
り
返
し
た
幅
六
四
剛
の
木
簡
で
あ
っ
た
と
理
解

し
た
い
。
な
お
、
習
書
の
後
に
縦
に
半
裁
し
、
そ
の
後
左
側
面
の
上
部
か
ら
入

〓
扁

、
右
側
面
の
上
部
か
ら
入
Ｏ
ｍｍ
の
位
置
に
刻
み
を
施
し
て
い
る
。

こ
の
木
簡
に
は
、
表
面
に
四
〇
字
以
上
、
裏
面
に
四

一
字
以
上
の
文
字
が
書

か
れ
て
い
る
。
書
か
れ
た
文
字
は
、
「有
」
「是
」
「長
」
「大
」
で
あ
る
。
こ
の

木
簡
で
注
目
す
べ
き
は
二
点
あ
る
。
ま
ず
、
表
面
の
中
央
付
近
に
書
か
れ
た
別

筆
と
し
た

「是
」
と

「長
」
は
、
他
と
異
な
り
き
わ
め
て
秀
一麗
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
比
べ
他
の

「是
」
と

「長
」
は
、
大
き
さ
も

一
回
り
大
き
く
、
バ

ラ
ン
ス
も
悪
い
。
習
書
は
、
こ
れ
ら
を
手
本
に
手
習
い
を
行
な
っ
た
と
考
え
た

い
。
こ
の
習
書
を
行
な
っ
た
人
物
は
、
「是
」
と

「長
」
の
判
別
が
未
熟
だ
っ

た
た
め
に
繰
り
返
し
練
習
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
手
本
と
さ
れ
た

「是
」

「長
」
は
、
書
写
後
に
削
ら
れ
た
痕
跡
は
全
く
な
く
、
最
後
ま
で
残
さ
れ
た
が
、

ほ
か
の

「是
」
や

「長
」
は
、
部
分
的
に
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木

簡
で
さ
ら
に
練
習
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
裏
面
下
端
の

「有
」
字
を
注
目
し
た
い
。　
一
見
、
「十
月
」
を
三
、

四
回
書
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
中
央
列
に

「有
」
の
第
二
画

令
十
じ

ま
で
を
縦
に
連
続
し
て
書
い
て
、
横
に
第
三
画
か
ら
第
六
画

令
月
影

ま
で
を

再
び
連
続
し
て
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
左
隣
の
文
字
も

「有
」
の

「月
」
で
あ
り
、
残
り
の
半
我
部
に
は
、
「十
」
が
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
た

い
。現

代
で
も
子
供
が
、
漢
字
練
習
帳
に
文
字
を
練
習
す
る
と
き
、
ま
ず

「言
」

を

一
列
先
に
書
き
、
隣
に

「寺
」
を

一
列
書
い
て
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い

「詩
」
と

い
う
文
字
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
稚
拙
な
文
字
を
書
い
た
人
物
は
、

想
像
を
遅
し
く
す
れ
ば
、
文
字
を
習
っ
て
ま
も
な
い
子
供
、
と
く
に
北
島
遺
跡

の
調
査
所
見
か
ら
す
れ
ば
、
郡
司
の
子
弟
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま

た
秀
一麗
な
手
本
と
な
る
文
字
を
書
い
た
の
は
、
習
書
を
行
な
っ
た
人
物
の
親
や

僧
侶
な
ど
を
候
補
と
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
習
書
木
簡
が
、
郡
家
や
国
府
以

外
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
意
義
は
大
き
く
、
文
字
の
修
得
が
必
要
な
子
弟
が
、

地
方
豪
族
の
居
宅
の
中
で
習
書
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
さ
ら
に
奈
良
時
代

に
文
字
を
覚
え
る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
練
習
し
て
い
た
か
を
推
測
さ
せ
る
事
例

と
い
え
る
。



な
お
、
北
島
遺
跡
は
武
蔵
国
幡
羅
郡
に
属
し
、
郡
家
は
正
倉
群
の
確
認
さ
れ

た
深
谷
市
幡
羅
遺
跡
で
あ
る
。

②
①
は
、
江
戸
時
代
の
用
水
路

（第
二
〇
〇
号
溝
）
に
設
け
ら
れ
た
入
樋
か

ら
出
土
し
た
。
②
は
、
入
樋
の
傾
斜
板
の
先
端
中
央
に
下
半
部
を
貼
り
付
け
た

状
態
で
出
土
し
た
。
上
部
を
山
形
に
加
工
し
、
下
部
に
向
か
っ
て
細
く
な
る
。

中
央
上
部
に
寄
犬
バ
イ
・
薬
師
如
来
）
を
書
き
、
中
央
に

「奉
修
医
王
薬
師
護

摩
□
□
□
全
祈
牧
」
と
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
出
土
直
後
に
文
字
が
薄
れ
、

図
の
程
度
し
か
判
読
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
下
部
に
は
割
り
書
で
山
号

・
寺

号
が
書
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。

な
お
、
『新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
二

一
八
埼
玉
郡
二
〇
に
は
、
上
川
上
村

に
医
王
寺
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
川
上
山
新
錫
院
と
号
し
て
い
た
と
さ
れ

Ｚつ
。①

は
、
入
樋
の
傾
斜
板
の
下
か
ら
出
土
し
た
。
中
央
に

「龍
集
嘉
永
三
歳
□

□
」
と
あ
る
。
嘉
永
三
年

（
一
人
五
〇
）
に
こ
の
入
樋
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。
「龍
集
」
は
雨
乞
い
の
字
句
で
あ
ろ
う
か
。

９
　
関
係
文
献

側
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国

『北
島
遺
跡
Ⅸ
』
（⑭
埼
玉
県
埋
蔵
文
化

財
調
査
事
業
団
報
告
書
二
九
三
、
二
〇
〇
四
年
）

（田
中
広
明
）
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